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C O N T E N T S

秋田大学広報誌［アプリーレ］

今月の表紙
今年も手形キャンパス藤棚周辺で、イルミネーションを点灯しています。
●期間：令和3 年12月2日〜令和4 年2月25日
●時間：毎日16:00 〜21:00
冬の夜を華やかに明るく照らすイルミネーションの光を、ぜひご覧ください。
写真は、写真部兼学生広報スタッフの杉山達央さんに撮影いただきました。

（広報課）

　秋田大学広報誌〈アプリーレ〉は、受験生や高校生、地域の方
に向け情報発信の一環として、年4回発行しています。皆さまの
ご意見をいただき、より役立つ誌面づくりを目指します。ぜひアン
ケート（所要時間：３分程度）にご協力いただけますよう、お願い
いたします。
　また、アンケートにご協力いただき、プレゼントに応募された方
の中から抽選で10名の方に、横手市の農家さんの協力で学生が
制作に携わった「いぶりばでぃ」（いぶりがっこ）をプレゼント！

締め切り：2022年3月31日

読者アンケートのお願い

▲回答はこちらから

抽選で
10名様に
プレゼント

～お声をお聞かせください～
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今
回
の
ア
プ
リ
ー
レ
で
は
、「
各
学

部
に
よ
る
人
材
育
成
の
現
状
と
展

望
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
各
学
部
に
お

け
る
人
材
育
成
の
目
標
や
取
組
の
紹

介
の
ほ
か
、様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る

在
学
生
及
び
卒
業
生
に
つ
い
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
秋
田
大
学

は
、こ
れ
ま
で「
優
秀
な
卒
業
生
を
社

会
へ
、そ
し
て
優
れ
た
研
究
を
社
会
に

還
元
す
る
」を
使
命
と
し
て
教
育
研

究
活
動
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、日
本
経
済
新
聞
社
と
日
経
Ｈ
Ｒ

が
全
国
4
8
5
0
社
を
対
象
と
し

て
調
査
を
実
施
し
た「
企
業
の
人
事

担
当
者
か
ら
見
た
採
用
を
増
や
し
た

い
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」最
新
版
に
お
き

ま
し
て
、全
国
約
8
0
0
の
国
公
私

立
大
学
中
、第
７
位
に
ラ
ン
ク
し
ま
し

た
。
な
お
、
本
調
査
の
2
0
1
8
年

版
で
は
全
国
第
１
位
に
選
ば
れ
て
お

り
、こ
れ
ま
で
の
本
学
の
取
組
が
評
価

い
た
だ
い
た
結
果
と
捉
え
、こ
れ
か
ら

も
教
育・研
究
の
両
面
で
貢
献
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
学
の
人
材
育
成
に
関
し
て
、
学

生
の
成
長
を
促
す
た
め
特
に
注
力
し

て
い
る
こ
と
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

1
つ
目
は
英
語
力
の
向
上
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
情
報
通
信
技
術

の
発
展
に
よ
り
、
国
や
地
域
等
の
地

理
的
な
境
界
や
枠
組
み
を
超
え
た
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
展
し
て
お

り
、
国
際
的
な
感
覚
に
加
え
語
学
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
学
で
は
、こ

の
よ
う
な
社
会
情
勢
に
お
い
て
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
全

学
生
の
英
語
力
を
向
上
さ
せ
る
取
組

を
行
って
お
り
ま
す
。
特
に
、国
際
資

源
学
部
で
は
、ヨ
ー
ロッ
パ
や
ア
フ
リ
カ
、

中
央
ア
ジ
ア
等
世
界
的
な
教
育
研
究

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
た
め
、

入
学
時
か
ら
卒
業
時
ま
で
徹
底
的
に

英
語
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
卒
業
後

の
進
路
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
へ
就

職
す
る
多
く
の
学
生
を
輩
出
し
て
お

り
ま
す
。
他
の
学
部
に
お
い
て
も
、各

学
部
で
養
う
専
門
性
に
加
え
、
英
語

力
を
基
礎
か
ら
国
際
社
会
で
通
用

す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
育
成
す
る
た
め
、

独
自
の
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し

て
英
語
教
育
を
行
って
お
り
ま
す
。

　

2
つ
目
がSociety5.0

（
超
ス
マ
ー

ト
社
会
）へ
の
対
応
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
の
発
展
に
よ
り
社
会
は
劇
的
に
変

化
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
社
会
や

経
済
の
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る

と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
同
時

に
必
要
と
さ
れ
る
人
材
も
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

新
し
い
社
会
へ
十
分
に
順
応
で
き
る

学
生
を
輩
出
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
と
考
え
、各
学
部
に
お
い
て
こ
の
先

10
年
の
未
来
を
見
据
え
た
学
生
教

育
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
多
様
な

価
値
観
が
融
合
す
る
時
代
の
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
、
社
会
課
題
の
解
決

と
新
た
な
価
値
の
創
造
を
目
指
す

Society5.0

の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
文

理
を
問
わ
ず
創
造
的
な
人
材
が
必

要
と
考
え
、2
0
2
0
年
度
か
ら
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス・
Ａ
Ｉ
教
育
の

教
養
基
礎
教
育
を
全
学
展
開
す
る

な
ど
、
数
理
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

の
充
実
を
図
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

３
つ
目
は
人
間
力
の
向
上
で
す
。

2
0
2
1
年
度
か
ら
教
養
基
礎
科

目
に
道
徳
教
育
を
開
講
し
ま
し
た
。

社
会
で
起
き
て
い
る
様
々
な
悲
し
い

事
件
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
人
間
力

の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
す
。
特
に
コ

ロ
ナ
禍
で
、
そ
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。
秋
田
大
学
は
附
属
病
院

を
抱
え
て
お
り
、
県
内
各
所
の
病
院

で
診
療
援
助
を
し
て
い
る
た
め
、
医

学
部
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
れ
ば
、

県
全
域
の
医
療
に
影
響
が
及
び
ま
す
。

学
生
は
医
学
の
知
識
を
習
得
す
る
だ

け
で
な
く
、
医
者
と
し
て
の
人
間
性

が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
他
の
学
部

も
同
様
で
あ
り
、
学
生
は
各
分
野
の

専
門
家
で
あ
る
前
に
、
豊
か
な
人
間

力
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
道
徳
教
育
は
前
近
代
的
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
こ
そ

が
教
育
の
原
点
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
専
門
分
野
に
お

け
る
優
秀
さ
も
大
切
で
す
が
、
人
間

の
評
価
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
秋
田
大
学
は
、こ
れ
か
ら
も
豊
か

な
人
間
力
を
備
え
た
人
材
を
輩
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
始
ま
る
第
４

期
中
期
目
標
期
間
に
お
い
て
は
、

Society5.0

を
見
据
え
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、デ
ー
タ
サ
イ
エン
ス
が

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
ま
す
が
、
不
確

実
な
未
来
に
向
け
て
、自
信
を
持
って

羽
ば
た
い
て
い
け
る
人
材
の
育
成
が

社
会
か
ら
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も「
優
秀
な
卒
業
生
を
社
会
へ
、そ

し
て
優
れ
た
研
究
を
社
会
に
還
元
す

る
」大
学
と
し
て
、
存
在
感
を
よ
り
一

層
高
め
て
い
く
よ
う
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、引
き
続
き
、皆
様
か

ら
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
田
大
学
長
　
山
本
　
文
雄

学
長
か
ら
の
メッセ
ー
ジ

3



　

国
際
性
と
資
源
と
は
切
り
離
せ
な

い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
日

本
国
内
で
生
産
さ
れ
る
資
源
は
非
常

に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、重
要
な
資
源

の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
に
頼
ら
な
く
て

は
な
ら
ず
、資
源
を
扱
う
こ
と
は
必

然
的
に
国
際
性
が
求
め
ら
れ
る
か
ら

で
す
。

　

国
際
資
源
学
部
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

金
属
と
いっ
た
社
会
経
済
を
根
底
か

ら
支
え
る
地
下
資
源
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
教
育
研
究
を
行
っ
て
い
る
日
本
で

唯
一の
学
部
で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
地
球
温
暖
化
問
題
も
資
源
に

関
連
し
た
地
球
規
模
で
の
課
題
で
す
。

本
学
部
は
、単
に
国
際
性
を
掲
げ
る

の
で
は
な
く
、資
源
と
い
う
専
門
性
を

通
じ
て
国
際
性
を
身
に
つ
け
ら
れ
る

点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
学
位
授
与

方
針
で
は
、資
源
問
題
の
解
決
の
た
め
、

地
球
的
視
点
か
ら
多
角
的
に
も
の
ご

と
を
と
ら
え
、国
際
的
に
活
躍
で
き

る
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
材
を

輩
出
す
る
こ
と
を
第一の
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
る
た
め

に
特
別
に
工
夫
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュラ
ム

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、英

語
に
よ
る
専
門
科
目
の
授
業
や
海
外

資
源
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
写
真
1
）で

す
。
そ
れ
ら
は
実
用
的
な
英
語
能
力

や
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
能
力
の
向
上
、プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
発
信
力
の
強

化
と
積
極
性
の
養
成
な
ど
を
目
指
し

て
、国
際
資
源
の
名
に
相
応
し
い
実
践

的
な
教
育
内
容
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
一方
で
、高
校
卒
業
ま
で
に
資
源
に

関
わ
る
学
習
や
経
験
を
す
る
学
生
は

ま
れ
で
す
。
新
入
生
の
半
数
以
上
は

資
源
よ
り
も
国
際
に
惹
か
れ
て
入
学

し
て
き
ま
す
。
し
か
し
1
年
次
か
ら

秋
田
県
内
の
資
源
に
関
連
す
る
施
設

を
見
学
す
る
資
源
学
実
習
な
ど
か
ら

始
ま
り
、専
門
科
目
は
資
源
に
関
す

る
地
質
学
、工
学
、人
文
社
会
科
学
の

文
理
融
合
型
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
通
じ
て
、

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
多
く
の
学

生
が
資
源
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
卒
業
生
の
進
路
に
つい
て

説
明
し
ま
す
。
就
職
率
は
毎
年
、
全

3
コ
ー
ス
で
ほ
ぼ
1
0
0
％
を
達
成

し
て
い
ま
す
。
図
1
に
示
す
よ
う
に
、

最
近
3
年
間
の
学
部
・
大
学
院
卒
を

合
わ
せ
た
主
な
就
職
先
は
、エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
、
金
属
産
業
、
商
社
、
電

力
・
ガ
ス
な
ど
資
源
を
供
給
す
る
企

業
や
、地
質・建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
広
く
地
球
に
関
連
す
る
企
業
へ
の

就
職
が
全
体
の
3
分
の
２
を
占
め
て

い
ま
す
。
国
際
資
源
学
部
の
卒
業
生

は
、
そ
れ
ら
資
源
系
企
業
へ
の
就
職

が
有
利
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

就
職
先
の
所
在
地
で
は
東
京
に
本
社

が
あ
る
企
業
が
60
％
を
占
め
て
い
ま

す
。こ
れ
は
卒
業
生
が
、日
本
の
み
な

ら
ず
世
界
で
活
動
す
る
資
源
系
企

業
に
就
職
し
、
資
源
開
発
の
現
場
や

資
源
の
取
引
、
地
質
調
査
な
ど
の
現

場
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
と
関
連
し

て
い
ま
す
。

各
学
部
に
よ
る
人
材
育
成
の
現
状
と
展
望

各
学
部
の
特
色
や
昨
今
の
社
会
的
状
況
等
を
考
慮
し
た
こ
れ
か
ら
の
人
材
育
成
の
展
望
、 

お
よ
び
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
、
現
在
活
躍
し
て
い
る
在
学
生
及
び
卒
業
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
際
資
源
学
部
に
お
け
る

人
材
育
成
の
現
状
と
展
望

金属・
非金属産業21％

エネルギー
産業11%

地質・
建設コンサルタント業
16%

秋田県9%

北海道・
東北地方9%

関東地方7%

中部地方7%

近畿地方
5%

九州地方1% 海外1%

東京都61%

資源プラント・
機械製造業
10%

総合・
資源系商社
7%

資源系
政府関係
機関2%

建設業5％

製造業6％ 製造業・
建設業
13％

運輸業4％

金融・
保険業4％

その他
サービス業5％

国家公務員2％
地方公務員3％

公務員
5％

大学・研究所1％

大学・
研究所1％

資源系企業
67％

サービス業
14％情報通信業3％

（図1）卒業生の就職先産業分野

（写真1）海外鉱山の巨大なダンプトラックとの一コマ（セルビア共和国）
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　国際資源学部の資源開発環境コースで学んだのち大学
院資源開発環境学専攻に進学しました。私は本学部で「資
源」をキーワードとして広がる様々な学問分野の基礎知識・
興味関心を得ることができました。学部の特徴である文理
融合のカリキュラムでは、所属する工学系の開発コースに加
えて、文系の政策コースと理学系の地球コースの講義も履
修可能です。分野にとらわれず多種多様な観点から資源・環
境分野を包括的に理解できたことで、専門とする環境分野
に加えてエネルギーや国際協力など多様な分野を学びたい
と思うようになりました。
　また、資源や資源国を身近に感じられる環境で過ごしたこ
とも私にとって有意義でした。学部には様々な資源国から集
まった留学生が在籍しています。彼らから「資源国のナマの

声」を聞き、議論を行ったことは、資源を学ぶ上で何より良い
経験になりました。さらに、３年次の海外資源フィールドワー
クでは欧州最大級の銅鉱山が操業されているセルビア共
和国において鉱害発生地域を訪問し、河川の水質調査実習
を通じてセルビア人研究者・学生と交流する機会を得ました。
資源に関わる人々との交流は大学で学んだ内容に現実味や
緊迫感を与え、私が研究活動や英語力強化に取り組む際の
強い動機となりました。
　私は将来研究職に就くことを志望しています。国際資源
学部で身につけた広い視野を失わず、物事を多角的に判断
できる人材になりたいと思っています。

　私は今、金属や非金属資源、エネルギー資源がどのように
形成されるのか堆積学、岩石学、 鉱物学、鉱床学などの幅
広い分野から学んでいます。資源地球科学コースでは、地
質調査の技術を身に付けるために秋田県内を中心に数多く
の野外実習が行われます。私も進級論文作成のため、この
夏約１か月かけて男鹿半島で地質調査を行いました。山や川
の中を歩き、露頭から岩石の試料を採取してそれが何であ
りどのようにしてできたか調べました。地質調査では、チー
ムワークが欠かせないため協調性や大変な苦労を感じる状
況でも最後まで調査をやり抜く忍耐力が身に付きました。ま
た、専門知識も一段と増えました。地質調査が終了した後は
海外資源フィールドワークが行われました。私はフィンラン
ドとオーストラリアのコースに参加し、地球化学などの分野

から資源開発について学びました。今年の海外資源フィール
ドワークもコロナの影響でオンライン開催でしたが、普段大
学で受ける講義とは異なり、参加している間は自分も海外
の資源現場にいるようなとても新鮮な気持ちでした。
　国際資源学部では、資源について文理問わず多くの方面
から実践的に学ぶこ
とができます。また、
充実した英語学習や
多くの留学生と交流
できることも魅力の
一つだと感じていま 
す。学習では大変な
こともありますが、貴
重な経験を通して学
問的にも人間的にも
得られるものがたく
さんあり、卒業後の
人生に必ず活きると
思います。

田沼　亜咲さん

国際資源学部　資源地球科学コース3年

石山　陽子さん

大学院国際資源学研究科 

博士前期課程　資源開発環境学専攻2年

海外資源FWで訪れたドナウ河での水質調査風景

野外実習中
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A1.　2020年からアブダビ石油株式会社アブダビ鉱業所
にて、油層エンジニアとして勤務しています。実際の業務と
しては石油の生産井での作業計画の作成、実作業の監督な
どの業務を行っています。その他、油層エンジニアの業務と
してはシミュレーションソフトウェアを用いた生産量の予測
なども行います。

A2.　国際資源学部の教職員の方の中には実際に石油開
発業界で働いていた方も多く、授業などを通して石油開発
業界について聞く機会が多くあるので、次第に石油開発の
ダイナミックさに惹かれて現在の分野を志望するようにな
りました。

A3.　研究室では油層
シミュレーションソフト
を使用し、千葉県の水
溶 性 天 然ガスに関 す
る研究を行っていまし
た。授業や研究で学ん
だ内容は日々の業務
で使用するので、大学
での学びは日々の業務に役立っています。また、国際資源学
部には中東、アフリカなど様々な国の留学生がおり、彼らと
の交流を通して他国の文化についても学べたので、多くの
国籍の人がいるアブダビで仕事・生活していく上でとても役
立っています。

A4.　秋田大学には海外インターンシップなど特色ある授
業が多くあり、資源学の基礎だけでなく実際に現場に行け
るのが、秋田大学のメリットだと思っています。実際に見るこ
とで講義ではわからないことも学べるので、資源・地下に興
味のある皆さんはぜひ秋田大学を目指してみてください！

A1.　私は株式会社ループの工学部門で働いています。そ
こでは太陽光発電所を建設し、電力を販売しています。私
の仕事は、特定の太陽光発電所に最適なソーラーパネルの
数など、太陽光発電所の建設の様々な側面について、建設
部門や他の顧客にアドバイスすることです。また、発電所を
建設する前に、発電量を推定するためのシミュレーションを
行っています。

A2.　私は10代の頃から再生可能エネルギー業界に興味
を持っていました。主に電気のない環境で育ち、25歳になる
まで家には電気がきていませんでした。この経験が、再生可
能エネルギー業界に携わり、母国ケニアで太陽エネルギー
を広めることの動機付けとなりました。

A3.　秋田大学で得た経験と
知識は、現在の仕事に非常に
役立っています。国籍の異なる
学生との交流は、私が現在仕
事で応用している異文化コミュニケーションスキルを育む
のに役立ちました。また、大学で行った活動は、私の日本文
化への理解を深めました。さらに、秋田大学で得た優れた研
究訓練のおかげで、自分の仕事を自主的に遂行し、新しい職
場環境に適応することができ、自己管理・仕事の進め方、協
力、問題解決などの基本的なスキルを身につけました。

A4.　秋田大学は、勉学以外にも、異なる国の人々と出会え
たことで視野を広げられるなど、様々な環境を与えてくれま
す。また、国際資源学部では、研究のために様々な国を訪問
し、勉強する機会もあります。
　私は秋田大学を卒業し、自分の好きな分野に就職しまし
た。秋田大学を卒業することで、希望する
キャリアへの道が確実になります。秋田大学
での時間を実り多いものにしてください。

土屋　健さん

大学院国際資源学研究科　博士前期課程

資源開発環境学専攻（平成29年度修了）

アブダビ石油株式会社勤務

ADIPEC（アブダビ国際石油展示会・会議）へ参加

Malala Newton Ojiamboさん

大学院国際資源学研究科

博士後期課程資源学専攻（令和2年度修了）

株式会社Looop勤務

マララ　ニュートン　オジアンボ

仕事中の様子

原文はこちらから▲
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学校教育課程での教育実習の様子

地域文化学科でのフィールドワークの様子
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　私が所属する教育文化学部学校教育課程は、小学校・中
学校・高校・特別支援学校・幼稚園・保育所の教員の養成を主
としています。様々な活動を通して、教職に関する知識と技
能を身に付けます。
　その中でも特に私が身についたと感じることは授業実践
力です。学校教育過程では教育法規や学校経営といった基
礎教育科目に加え、それぞれの専門教科の教育学の講義を
受講し、模擬授業を実施します。模擬授業とは指導案を作成
し、大学生を対象に授業を行う活動です。子どもにどのよう
に声をかけるか、どのように授業を展開していくのかといっ
た、座学だけでは得られない実践的な経験を積むことがで
きます。また、生徒役として参加していた人から率直な意見
を貰い、互いに高め合いながら、実践知を身に付けています。

　2年次から行う教育実習も教育現場に則した実践力を高
める機会となりました。子どもの反応は発達段階ごと、学級
ごとに大きく異なります。子どもの実態に合わせて授業を構
成することで、さらに実践的な指導力を身に付けることがで
きました。また、指導教員の先生から現場に則した指導案と
授業の助言をいただき、より深い学びを得ることができると
ともに、教育現場で働く魅力を肌で感じることができます。
　このように秋田大学は教員養成の上で有意義なカリキュ
ラムがいくつも設定されています。教職を志す人にとって充
実した活動ができる環境と言えるのではないでしょうか。

　現在、私は地元の地域において、マーケティング分野の観
光地ロイヤルティという視点から地域活性化を促進できな
いかと研究を進めています。学科では経済学や経営学、マー
ケティングなどを体系的に学んできました。自分の興味の
ある分野だけでなく、それぞれの学生の将来像に合わせて
必要なスキルや知識をつけるための単位取得モデルもあり、
学業を進める上で大きなサポートを感じました。座学以外に
も、県内の発酵文化を調べることから始まり、フードロス削
減を目的として横手市の若手生産者グループの方々と販売
戦略・経営戦略をたてたり、大仙市広報広聴課さんと協力し
て大仙の酒蔵に取材を行いメディアを通して国内外に発信
したりと、いくつもの実習を経験することができました。
　実習やフィールドワークの多さはこの学科の魅力のひと

つで、学外の方々や実習先の方との共同作業になるため、
座学よりもより主体的に活動する場面が多くなります。私は
実習を通して、初対面・歳の離れた学外の方々とのコミュニ
ケーション能力や、課題をどのように解決するかを考える思
考力・柔軟性、活動を着々と進めていく実行力などが身に付
いたと感じています。
　地域文化学科はビジネスに関わることだけでなく、芸術、
語学、文化など幅広く物事を学ぶことができ、これまで知ら
なかった分野に出会える場所です。ぜひ、入学して充実した
学生生活を送りましょう！

菊地　菜央さん

教育文化学部
地域文化学科　地域社会コース4年

古谷　周さん

教育文化学部　
学校教育課程　教育実践コース3年

模擬授業の様子

ゼミでの活動の様子
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A1.　秋田県立能代高等学校で国語科の教諭として勤務し
ています。教員生活２年目を迎え、今年度から初めて２年生
の学級担任を務めています。反省ばかりの毎日ですが、言
葉の力が付く国語の授業を追究し、生徒の将来を共に考え
る時間は、かけがえのない財産です。国語の授業と担任業
務以外にも校内の様々な業務に携わり、部活動の指導にも
あたっています。

A2.　大きく２つあります。１つ目は、１・２年生の春休みに
訪れたカンボジアで過ごした時間です。秋田市出身のフォト
ジャーナリストである高橋智史さんに案内をしていただくス
タディツアーに参加し、困難な環境でも熱心に学ぶ子どもた
ちと出会い、教育がもつ力の大きさと社会に与える影響を

肌身で感じ取りました。２つ目は、小学校と中学校で過ごし
た教育実習です。人としての根幹に携わることができるのが
小・中学校の大きな魅力だと感じた上で、生徒が人生の方向
性を決める段階に深く関わりたいと思うようになり、高校の
教員を志望するようになりました。

A3.　日頃の授業は勿論のこと、学級経営や生徒指導、小・
中学校と大学との連携など多くの面に繋がっています。また、
教育文化学部から教職大学院に進学したことで、理論と実
践の両面に対して理解を深められました。学部と大学院で
学んだことのすべてが今に繋がっていると感じています。

A4.　教育文化学部の強みは「学びの多様性」だと思ってい
ます。親身になって接してくださる先生方の下で、広い学問
領域を学び尽くすことができる環境です。学校の教員だけ
でなく、様々な分野で活躍するための
教養を身に着ける時間を過ごすことが
できます。ぜひ教育文化学部で充実し
た学生生活を過ごしてください。

A1.　ラジオ局でアナウンサーとディレクターをしています。
生放送でニュースを読んだり、フリートークをしたり。機材を
持ってインタビューに行くこともあります。また、番組制作や
生放送の進行管理もしています。

A2.　一番の動機は新聞サークルでの活動ですが、学部で
の学びも進路選択に影響を与えてくれました。
　大学時代は法学や社会学、哲学などの授業を専攻してい
ました。社会の決まりごとである法律を知る一方で、社会
学や哲学のような目から鱗だらけの考え方に触れたことで

「もっと人の話を聞いてみたい」「知らないことを誰かに伝
える仕事がしたい」という気持ちが強まりました。

A3.　当時の新聞サークル
は、記事の構成、発行・配布、
予算の工面まで、すべて自
分たちで行っていました。原
稿の作成といった実務から、
情報を伝えることへの意識
といった気持ちの部分まで、今の仕事のベースはここから
生まれたものだと思っています。
　また、授業の課題に取り組む中で、情報の根拠を明確にす
ること、複数の資料から様々な視点を取り入れる習慣も身に
つきました。

A4.　私自身もともと進学の予定はなく、秋田大学を目指し
たのは高校二年生の冬からでした。実業高校からの進学で
大学受験は勉強面で苦戦しましたが、大学で学んだことは
今でもとても大切な財産です。
　大学には医学や語学、様々な分野で、すべての学部の学
生が受講できる授業もたくさんあります。ぜひ選んだ学部
以外の世界ものぞいて、どんどん知識を付けてください！

佐々木　里帆さん

教育文化学部　地域科学課程

（平成28年度卒業）

株式会社エフエム秋田勤務

mix(毎週月～木15：00～17：55)　火曜news mix担当 他

鈴木　公貴さん

大学院教育学研究科
教育実践専攻〈教職大学院〉

（令和元年度修了）

秋田県立能代高等学校勤務

授業の様子
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秋
田
大
学
医
学
部
医
学
科
で
は
、

地
域
の
医
療
を
支
え
る
医
師
の
育
成

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
、
先
端

的
で
特
色
あ
る
基
礎
医
学
研
究
を

推
進
す
る
こ
と
、次
世
代
の
医
療
・
医

学
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

医
学
科
を
卒
業
し
医
師
免
許
を

取
得
す
る
と
臨
床
研
修
が
始
ま
り

ま
す
が
、
例
年
は
卒
業
生
の
半
数
程

度
が
大
学
病
院
を
含
む
秋
田
県
内
の

病
院
で
研
修
を
行
い
ま
す
。
秋
田
大

学
で
は
、
卒
業
前
と
卒
業
後
を
通
じ

て
一
貫
し
た
医
学
教
育
を
受
け
る
こ

と
で
総
合
的
な
臨
床
能
力
を
有
す
る

医
師
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
卒
業
後
も

大
学
病
院
と
地
域
の
病
院
が
協
力
す

る
体
制
の
中
で
臨
床
研
修
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
県
外
の

病
院
で
研
修
す
る
人
も
い
ま
す
。
そ

の
後
、各
専
門
科
に
分
か
れ
、大
学
病

院
や
地
域
の
基
幹
病
院
で
引
き
続
き

研
鑽
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。
卒
後
5

年
目
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
臨
床
医
と
し

て
の
道
に
加
え
て
、
研
究
や
医
療
行

政
な
ど
の
分
野
に
進
む
人
た
ち
も
で

て
き
ま
す
。
ま
た
、
米
国
の
医
師
免

許
資
格
E
C
F
M
G
の
試
験
に
合

格
す
る
と
海
外
で
も
活
躍
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
卒
業

生
の
方
は
外
科
研
修
、
大
学
院
の
後

に
海
外
の
総
合
病
院
に
留
学
し
肝
臓

移
植
の
基
礎
研
究
に
取
り
組
み
、さ

ら
に
同
地
で
移
植
外
科
医
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、医
学
生
、若

手
医
師
向
け
の
進
路
選
択
支
援
に
関

す
る
本
を
執
筆
す
る
な
ど
情
報
発
信

も
活
発
に
行
っ
て
お
り
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

研
究
で
は
、秋
田
大
学
で
は
免
疫
、

が
ん
、代
謝
、循
環
器
な
ど
の
分
野
を

中
心
と
し
て
先
端
的
な
基
礎
研
究
が

活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
学

生
の
中
に
は
研
究
室
で
実
験
を
行
い

目
覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
る
人
も
い

ま
す
が
、
卒
業
後
に
そ
の
ま
ま
研
究

の
道
に
進
む
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。多
く
は
臨
床
研
修
が
終
わっ

た
頃
か
ら
大
学
院
生
と
し
て
研
究
に

従
事
し
ま
す
。
例
え
ば
、
放
射
線
科

医
と
し
て
活
躍
す
る一
方
で
画
期
的

な
M
R
I
を
活
用
し

た
新
た
な
が
ん
診
断

法
を
開
発
し
注
目
を

集
め
て
い
る
卒
業
生

も
い
ま
す
。
ま
た
、医

療
行
政
と
関
連
し
て
、

内
科
の
開
業
医
と
し

て
地
域
医
療
に
貢
献

し
な
が
ら
、医
師
会
で

日
本
全
体
の
医
療
行

政
や
経
済
な
ど
に
関

わ
る
仕
事
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
卒
業
生
も
い

ま
す
。

　

医
療
活
動
と
文
化・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど

二
足
の
草
鞋
を
履
い
て

い
る
医
師
も
い
ま
す
。

古
く
は
、「
鉄
腕
ア
ト
ム
」や「
ブ
ラ
ッ
ク

ジ
ャッ
ク
」を
描
い
た
漫
画
家
の
手
塚

治
虫
は
医
師
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
田
大
学
の

卒
業
生
で
も
、
芥
川
賞
作
家
の
南
木

佳
士
さ
ん
は
本
学
医
学
部
を
卒
業
後
、

病
院
勤
務
を
し
な
が
ら
小
説
を
執
筆

し
て
い
ま
し
た
。
ご
自
身
の
医
学
生

時
代
の
経
験
を
も
と
に
し
た「
医
学

生
」は
い
つ
の
時
代
も
悩
め
る
若
き
医

学
生
に
と
っ
て
良
い
道
標
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、

ご
く
最
近
卒
業
し
た
卒
業
生
で
、
医

学
生
と
し
て
勉
学
に
勤
し
み
な
が
ら
、

陸
上
の
中
距
離
走
の
選
手
と
し
て
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。
卒
業
し
て
医
師
免
許
を
取
得
し

た
現
在
も
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
次
の

パ
リ
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指

し
て
頑
張
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
秋
田
大
学
の
医
学
部

医
学
科
を
卒
業
し
た
後
に
は
医
師
と

し
て
だ
け
で
も
幅
広
い
活
躍
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
し
、
医
学
以
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
も
活
躍
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
医
学
への
高
い
志
を
持

つ
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
秋
田
大
学
に

来
て
く
れ
る
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。

医
学
部
医
学
科
に
お
け
る

人
材
育
成
の
現
状
と
展
望

研究発表を行っている様子

ロボット手術を学んでいる様子

超音波検査を学んでいる様子
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　私は現在5年生で、臨床実習を行っています。実習では、
担当の患者さんに毎日お話を伺いにいったり、診察や検査、
治療に一緒に参加させていただいたりします。教科書では
さらっと書かれているように思えた検査や治療も、実際に見
てみると、いかに高度な技術が必要で入念に準備がされて
いるのか、また、それに臨む患者さんの不安や覚悟はどれほ
どかなのかを体感し、日々初めての経験の連続です。座学
だけではわから
なかったことを学
べる面白さと、将
来医療に携わる
責任の重みを感
じます。コロナ禍

でも貴重な実習の機会
を頂けることに感謝しな
がら、一生懸命学びたい
と思っています。
　また、課外活動として
は、室内合奏団などの
サークルに所属したり、形態解析学講座の先生方にご指導
いただきながら研究活動をしたりしています。学内外での
活動を通じて得た仲間や経験はかけがえのないものですし、
行動の幅もぐっと広がりました。
　入学当初は、初めて来た土地で知り合いも誰もおらず、
大学生活に対して不安でいっぱいでした。しかし、先生方や
友人と出会い、これまでの様々な経験を通して、今までは知
り得なかった面白い分野、世界がたくさんあることを学び、
非常に充実した学生生活を送っています。地元の方にも温
かく受け入れていただき、落ち着いて自分の興味のあるこ
とにのびのびと挑戦させてもらえる環境は、とても恵まれ
ているなと感じます。皆さんと大学でお会いするのを楽し
みにしています！

　私は病気の予防もできる医師を目指して医学部に入学し
ました。大学では公衆衛生学講座の野村恭子先生の指導の
下、秋田県におけるトラック事故の予防を目的とした活動に
取り組んでいます。運転手さんたちがどのような問題を抱
え、それが事故と関わっているのか、というテーマで、実際
に取材した記録や会社からの事故や勤務状況に関する情報
を分析し、講演会を通じてフィードバックしています。秋田で
の活動が、世界のどこかで同じような問題に取り組んでいる
人たちの参考になるように、英語論文として記録することも
大事にしています。学生時代から自分の目標とする医師像
を目指して試行錯誤できるのは、そのような機会を惜しみな
く用意してくれる先生方と大学を信頼して協力してくれる事
業所や運転手の方々のおかげです。

　この活動を通じて私は、相手が何に困っていて、どうすれ
ば自分がそれに応えることができるのかを常に意識するよ
うになりました。私が一方的に問題だと思ったことが、必ず
しもその人にとって重要ではなかったからです。今後、臨床
の現場に立った時、医師として病気の予防や治療を患者さ
んに押し付けるのではなく、その人の目線で見たときに何が
問題になっているのか、という点を深く考えていきたいと思
います。

宮地　貴士さん

医学部　医学科6年

古川　由梨香さん

医学部　医学科5年
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A1.　八郎潟町にある湖東厚生病院で働いています。総合
診療医です。

A3.　在学中MedicAというサークルでがん患者さんの集
まるサロンにお邪魔していました。仲良くなった患者さんの
ご自宅にお邪魔してご飯を頂く事もありました。患者さんの
人となりを知り、暮らしを感じる経験から地域医療に興味を
持ち、総合診療に出会いました。卒業後、都内で勉強し専門
医を取得しました。今年度から秋田に戻って来ましたが、学
生時代からお世話になっている先生に誘っていただき、総合
診療を目指す後輩の育成をお手伝いさせてもらっています。
特に地域に興味があるのでコミュニティドクターを名乗り、
病院からまちに出て住民の健康をサポートしています。地域

のサロンにお邪魔してお喋りしながら健康相談に乗ったりし
ています。最近は町の朝市に出店したりもしています。興味
のある方はぜひ遊びに来てください。

A4.　私は県外の出身です。入学前は秋田というと課題先
進県という暗いイメージもありましたが、来てみて沢山の魅
力に気づきました。ぜひキャンパス内、秋田市内にとどまら
ず、広い秋田県を存分に楽しんでもらえたらと思います。そ
して総合診療の面白さは地域にこそあると私は思います。
ぜひ一緒に地域にどっぷり浸りながら患者さんの病気だけ
でなく、暮らしや家族、地域にまで目を向けてみましょう。秋
田でみなさんをお待ちしています。

A1.　私は現在東京の病院で初期研修医1年目として勤務
しています。私の研修病院は、全国から志の高い優秀な研
修医が集まっており、そういった人達から常に良い刺激を受
けられる環境で充実した研修を行っています。

A2.　私が医学科を志した理由は、今の医療では中々介入
が難しいとされている疾患で困っている患者さん、ご家族が
少しでも生きやすい世の中にできればと思っていたからです。
大学時代を経てその思いがより一層強まったと感じていま
す。将来の目標として、医療者であると共に今の医学では解
決が難しい問題に少しでも力になれればと思っています。

A3.　私は大学時代、第一生化学の久場先生の研究室で研

究活動を行なっていました。携わった
プロジェクトとしては、高血圧や心不
全だけでなくCOVID-19肺炎の治療
にも期待されるB38-CAPについての
研究や、mRNAの転写・翻訳に重要な
CCR4-NOT複合体というタンパク質
複合体についての研究です。現在も、
私は研修医を行いながら、研究活動
を行っています。研修医と研究の両立はかなりハードですが、
大学時代に病院の臨床実習を行いながら論文の校正の為
の大量の追加実験を行っていた時の経験を活かして両立さ
せています。そういった、臨床も研究も頑張るという姿勢は
大学時代に得た経験が大変生かされていると感じています。

A4.　秋田大学は医学教育が素晴らしい大学です。他大学
と比べると留年率はかなり低く、全国でも上位になるような
高い医師国家試験合格率がそれを示していると思います。
皆さんの無限の可能性を更に広げてくれる秋田大学でぜひ
素敵な学生生活を送ってください！

湊　隆文さん

医学部　医学科（令和2年度卒業）

東京大学医学部附属病院勤務

漆畑　宗介さん

医学部　医学科（平成26年度卒業）

湖東厚生病院勤務

医学生と五城目町を回った時の写真。※地域の見方をレクチャーして実際に街の中
をフィールドワーク、その後街の中の施設で振り返りをしている時の様子

勤務終了後、
研修室で勉強している様子
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医
学
部
保
健
学
科
で
は
左
記
の
6

つ
の
卒
業
要
件
を
挙
げ
人
材
育
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

①
豊
か
な
人
間
性
や
教
養
と
倫
理
性

　
柔
軟
で
豊
か
な
人
間
性
や
高
い

教
養
を
有
し
、医
療
に
携
わ
る
も
の

と
し
て
の
倫
理
を
遵
守
で
き
る
能

力
が
あ
る
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

　
医
療
、
保
健
、
福
祉
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
強
調
し
て
行
動
し
、患
者
、

障
害
の
あ
る
人
々
、そ
れ
ら
の
家
族

な
ど
を
理
解
し
、良
好
な
関
係
を
構

築
で
き
る
能
力
が
あ
る
。

③
確
か
な
知
識
と
技
能

　
専
門
的
知
識
や
技
術
を
修
得
し
、

基
本
的
な
医
療
行
為
を
安
全
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
が
あ
る
。

④
向
上
心
と
適
応
性

　
進
歩
し
続
け
る
医
学
や
医
療
に
興

味
を
持
ち
学
習
し
、
生
涯
に
わ
た
り

自
ら
を
高
め
、
そ
の
成
果
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
が
あ
る
。

⑤
課
題
探
求
と
問
題
解
決
能
力

　
課
題
を
自
ら
探
求
し
、科
学
的
な

評
価
と
検
討
の
基
、そ
の
問
題
解
決

の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
が
で
き

る
能
力
が
あ
る
。

⑥
貢
献
で
き
る
能
力

　
患
者
、障
害
の
あ
る
人
々
の
回
復

や
、地
域
住
民
の
健
康
維
持
や
増
進
、

国
際
社
会
で
の
医
療
・
保
健
活
動
な

ど
を
支
援
し
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
る
能
力
が
あ
る
。

　

卒
業
し
て
か
ら
の
先
を
見
据
え
た

教
育
、
卒
業
し
て
か
ら
も
学
び
続
け

る
力
を
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
、
教

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

前
記
の
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の

具
体
例
で
す
。
現
在
は
チ
ー
ム
医
療

の
時
代
で
す
。
保
健
学
科
に
は
看
護

学
専
攻
、
理
学
療
法
学
専
攻
、
作
業

療
法
学
専
攻
が
あ
り
ま
す
。
隣
に
は

医
学
科
が
あ
り
、
学
生
時
代
か
ら
共

に
学
び
多
職
種
連
携
で
学
修
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
定
機
能
病
院
で
の

臨
床
実
習
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
医

学
部
附
属
病
院
の
実
習
で
は
、
最
先

端
の
医
療
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
域
の
要
と
な
る
病
院
で
地
域

医
療
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
地
域
で
学
び
地
域
に
還
元
す
る

こ
と
を
目
標
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

演
習
や
実
習
に
お
い
て
は
最
新
の
シ

ミ
ュレ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
知

識
を
増
や
す
た
め
に
は
積
極
的
に

I
C
T
の
利
用
も
し
て
い
ま
す
。
な

お
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
の
育
成
に
も

力
を
注
い
で
お
り
、
そ
の一つ
に
タ
イ

王
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
の
大
学
で
短
期
海
外
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
先
方
の
大
学
が

秋
田
に
来
る
な
ど
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
秋
田
県
は
世
界
一
高
齢
化
社

会
で
す
。
こ
の
社
会
で
得
ら
れ
た
知

見
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
発
信
し
、

還
元
で
き
る
様
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
卒
業
生
が
専
門
職
と
し
て

各
医
療
現
場
や
地
域
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
海
外
で
学
び
活
躍
し
て
い
る

者
や
、
大
学
院
へ
進
学
し
研
究
を
実

践
し
て
い
る
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
、一
緒
に
学
び
成
長
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

義肢装具装着の演習基礎作業学実習で鯉のぼり作成場面

シミュレータを用いた聴診の学習

医
学
部
保
健
学
科
に
お
け
る

人
材
育
成
の
現
状
と
展
望
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　私は災害医療を学ぶ学生団体である日本災害医学会学
生部会（DMAS）に所属し、活動を行ってきました。主な活動
としては、学生が主体となって運営する研修会や、災害医
療を専門とする講師による講義や演習への参加、また日本
DMAS災害時対応チームとしての災害時支援活動などです。
　私はDMASに所属したことで、2つの面で成長できたと感
じています。
　1つ目は「教科書には無い実際の目線で災害について考
えを深められた」ということです。これまでに阪神淡路大震
災の発災時に当直医をしていた医師の講義や、ダイヤモン
ド・プリンセス号でCOVID-19の初期対応を行ったDMAT
隊員の話を聞いたことがあります。教科書通りにはいかない
災害対応の難しさや、同時多発的な救えない命へ向き合っ

た時の重く辛い経験を聞き、将来遭遇しうる「自分ごと」とし
て、災害時の考えを深めることができました。
　2つ目は「全国の成長できる仲間と出逢えた」ということで
す。DMASは全国に会員がいます。私は東北支部で活動し
たため、東北大学や東北医科薬科大学等に赴き、東北各地
の仲間と共に学び合うことができました。また、年一回の全
国学生フォーラムでは神戸に行き、全国の多くの仲間と考え
を共有し学び合うことができました。
　私はこれらの活動を
通して多くの人と出逢
い多くのことを教えて
いただきました。これ
からも多くの人と出逢
い、学びを深めつつ、今
度は今までに得た学び
と経験を伝える側にも
なっていきたいと考え
ています。

　秋田県の自殺率が他の都道府県と比較して高い状況にあ
ることをご存じでしょうか。また年代別では高齢者が多くを
占めており、高齢化が進む本県における課題となっています。
　私は、秋田大学自殺予防総合研究センターのSNSを活用
した高齢者支援事業である「おたがいさまのつながり事業」
に参加させていただきました。この事業ではZoomを使用し
た地域の高齢者と学生の交流が行われています。週3回、1
回30分の交流をするなかで、お互いの生活や悩み事など、
様々なことを話しました。
　高齢者の方と日常的な関わりをもつことができたこと
は、私自身にとっても良い機会となりました。円滑なコミュニ
ケーションをとる良い練習となり、卒後看護師として勤務す
るうえで必要な技術を身につけることができたと思います。

また、コロナ禍ということもあり、病棟実習で接する患者さ
んのほかに、地域で生活をされている高齢者の方との交流
はありませんでした。このような機会があったことで地域で
療養されている方の話を伺うことができ、医療機関で働く中
でも患者さんの退院後の生活を見据えた看護の大切さを改
めて感じました。
　高校生の皆さんは大学生活に期待を膨らませていることと
思います。ぜひ秋田大学で看護学を学び、さらにこのような事
業に参加することで視野を広げていただきたいと思います。

田口　まりあさん

医学部　保健学科　看護学専攻4年

佐藤　亮太さん

医学部　保健学科　看護学専攻4年

東北大学病院で行ったワークショップ

　ipadの使い方を練習中
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A1.　私は卒業後、東京の急性期病院で勤務し、オーストラ
リアでの看護師を目指すべく２年ほど前からオーストラリア、
シドニーで生活しています。現在は「アシスタントナース」と
して勤務し、正看護師登録を目指しています。

A3.　大学在学中の頃から漠然と海外に興味があり、ブー
タンへの夏季短期留学や海外旅行を経験しました。一人ひ
とり違った背景があることを念頭に置きながら相手と接する
大切さを学びました。また国の保健情勢や教育方針により、
学生ながらスタッフの卵として夜勤がある事が衝撃的でし
た。就職は急性期看護をしながら外国人患者にも多く関わ
れる病院を選択しました。急性期看護の難しさや忙しさを痛
感しましたが、同期や先輩と協力し、病棟の力になるべく働

いていました。職場にも徐々に慣れ、自分の漠然とした夢で
あった「海外」と自分のスキルを活かして生活する道を模索
し始め、留学会社やサークルなどで情報収集をし、渡豪しま
した。看護職については、日本よりも業務内容が細分化され
ている事、仕事とプライベートの区別がしっかりされている
事が特徴だと思います。シドニーは特にマルチカルチャーな
ので、英語も様々なアクセント・表現があり、私生活でも新し
い発見や勉強の連続です。コロナで日本に一度も帰国でき
ず、毎日困難の連続ですが、それでも今のチャレンジに悔い
はありません。ここで与えられたチャンスを掴むべく、時に
は文字どおり涙しながら日々奮闘しています。

A4.　自分がチャンスを多く手に
できる環境を自分で探していく力
が大切だと思います。皆さんが自
分の意思で決めて進んだ道ならば、
チャレンジが降りかかってもきっと
納得できる結果が出ると思います。
ご健闘をお祈りしています。

A1.　現在はトロント市内の病院のTransitional care unit
と言う内科の病棟でRPN（准看護師）として働いています。高
齢患者さんの多い病棟で血圧測定、与薬、点滴管理や経腸
栄養といった看護ケアや清拭等の日常生活援助を行なって
います。トロントは多国籍文化の都市でもあり、様々な国籍
の患者さんや同僚がいます。

A2.　大学卒業後、日本で５年間看護師として、腎臓内科と消
化器外科で働きました。その後、自分の進みたいキャリアや人
生が明確ではなかったため、カナダへワーキングホリディに行
き自分を見つめ直すことにしました。その間、少しずつ英語が
話せるようになるにつれて、もう少しカナダに残りたいと思い
ました。また、医療系以外の仕事をし、看護師と言う仕事が好

きだと気付き、カナダで看護師を目指すこ
とに決めました。カナダのカレッジの看護
学科に通い、准看護師の資格を取得。現
在は正看護師資格取得を目指しています。

A3.　現在、大学入学当初全く予想してい
なかったところで看護師として働いていま
す。しかし、看護学科時代に学んだ知識や実習を通して培った
アセスメント力は、今でも臨床を行う上での基礎となっていま
す。また、部活や学生生活を通して仲間と協力し合ってきたこ
とは、同僚や多職種間と働く上で生かされています。

A4.　大学進学や何学部に進むかと言うのは人生の中で大き
な選択の一つだと思います。今勉強をしていることが今後に繋
がるのか不安に思ったり、大変と感じることもあるかもしれま
せんが、継続していくことで選択肢が広がったり、自分の糧に
なると思います。また、国際的な分野での就職を考えている方
は学生の頃から英語の勉強をしておくと良いです。勉強以外に
も、やりたいことがあったら積極的に行うと良いと思います。

稲垣　里紗さん

医学部　保健学科（平成20年度卒業）

カナダ・トロント市内病院勤務

太田　友里恵さん

医学部　保健学科（平成27年度卒業）

The Salvation Army Australia勤務
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理
工
学
部
で
は
、
深
い
専
門
性
と

幅
広
い
視
野
を
持
っ
た
人
材
の
育
成

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
自
ら
課
題
を
発
見
で
き
る
力
、

幅
広
い
視
野
か
ら
柔
軟
か
つ
総
合
的

に
判
断
で
き
る
力
、
未
知
の
分
野
の

課
題
を
解
決
で
き
る
力
が
育
つ
よ
う

に
、丁
寧
な
教
育
を
行
って
い
ま
す
。

　

理
工
学
部
に
お
け
る
教
育
は
、
学

生
と
教
員
の
距
離
が
近
い
こ
と
が一つ

の
特
徴
で
す
。
入
学
し
て
か
ら
卒
業

す
る
ま
で
、
担
任
や
進
路
担
当
の
教

員
な
ど
が
大
学
生
活
の
様
々
な
質

問
・
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
2
年

次
か
ら
始
ま
る
専
門
科
目
は
工
夫

さ
れ
て
い
る
授
業
が
多
く
、
専
門
分

野
の
面
白
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
の
と
同
時
に
、
教
員
の
個
性
も
垣

間
見
え
る
の
で
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

3
・
4
年
次
に
な
る
と
研
究
室
に
配

属
さ
れ
て
少
人
数
体
制
に
な
り
ま
す

の
で
、
距
離
感
は
さ
ら
に
縮
ま
り
ま

す
。
研
究
室
の
皆
で一緒
に
ご
飯
を
食

べ
に
行
っ
た
り
、
遊
び
に
行
っ
た
り
す

る
う
ち
に
人
間
関
係
も
深
ま
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
人
と
人
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
き
ち
ん
と
基
礎
か

ら
段
階
的
に
教
育
を
行
って
い
ま
す
。

例
え
ば
、1
年
次
で
は
、専
門
分
野
の

社
会
的
な
役
割
を
理
解
し
て
学
び
の

動
機
付
け
を
行
う
た
め
に
、
産
業
界

の
第
一線
で
活
躍
し
て
い
る
人
達
か
ら

「
現
場
の
声
」を
聞
く
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。
2
年
次
で
は
専
門
的
な

基
礎
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
た
め

に
、
実
験
や
実
習
を
多
く
取
り
入
れ

た
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
作
り
、
基
礎
を
定

着
さ
せ
て
い
ま
す
。加
え
て
、理
系
博

士
号
を
持
つ
外
国
人
教
員
の
英
語
に

よ
る
授
業
や
、
英
語
論
文
を
読
ん
で

内
容
を
発
表
す
る
授
業
な
ど
、
理
系

の
英
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。研
究
テ
ー
マ
は一人
一人
違
い
ま
す

の
で
、
主
体
的
に
進
め
る
力
や
筋
道

を
明
確
に
し
て
説
明
す
る
力
、
周
囲

と
協
力
し
て
決
め
る
力
が
磨
か
れ
ま

す
。
卒
業
時
に
は
、
自
立
し
た
技
術

者
と
し
て
の
第
一歩
を
踏
み
出
せ
る
ま

で
に
成
長
し
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、
約
4
割
が
大
学
院
へ

進
学
し
、
約
6
割
が
就
職
し
ま
す
。

就
職
先
は
非
常
に
幅
広
く
、
主
に
自

動
車
や
鉄
道
、
建
設
、
機
械
、
電
力
、

金
属
、化
学
、バ
イ
オ
、通
信
、Ｉ
Ｔ
な

ど
の
業
界
で
技
術
者
や
研
究
者
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
業
界
へ

就
職
で
き
る
の
は
、
理
工
学
部
の
専

門
分
野
が
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
専
門
分
野
を
軸
に

し
て
他
の
分
野
を
見
渡
せ
る
ま
で
に

成
長
し
て
い
る
か
ら
と
も
言
え
ま
す
。

専
門
教
育
に
関
す
る
卒
業
生
の
満
足

度
は
高
く
、
専
門
知
識
と
技
術
、
分

析
的
に
考
え
る
力
、
専
門
的
な
実
験

ス
キ
ル
、
論
理
的
な
思
考
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
声
を
、

多
く
の
卒
業
生
か
ら
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
様
々

な
分
野
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
に
よ
っ
て

新
し
い
も
の
や
仕
組
み
が
次
々
と
生

ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、サ
ー
ク

ル
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
興
味
を
持
っ

た
分
野
へ
自
分
の
専
門
を
活
か
し
て

働
く
こ
と
も
可
能
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
？

　

理
工
学
部
に
は
秋
田
県
外
か
ら

来
た
人
や
留
学
生
も
多
い
の
で
す
が
、

友
人
も
作
り
や
す
く
、
大
学
生
活
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス

は
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
か
ら
徒
歩
15
分
の
所

に
あ
り
、秋
田
県
内
に
は
有
形・無
形

の
遺
産
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
沢
山
あ

り
ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
は
住
宅
街

で
、昼
夜
問
わ
ず
学
生
が
歩
い
て
い
る

よ
う
な
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
で
す
。

こ
う
し
た
落
ち
着
い
た
環
境
で
人
間

性
も
深
め
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
に
成
長
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 土木環境工学コース２年次「測量実習」の様子：専門技術の基礎を習得しています。

理系博士号を持つ外国人教員による英語での授業の様子：
学生の語学力レベルに合わせて楽しく授業を行っています。

理
工
学
部
に
お
け
る

人
材
育
成
の
現
状
と
展
望
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　私は数理科学コースでの学びを通して、論理的に推論し
ていく力や粘り強く考え抜く力が身についたと感じます。
　高校までの数学は定理や公式を覚えて使いこなせるよう
になるのが目標とされてきたように思います。しかし、大学
での数学は定義をしっかり理解することや定理の意味を理
解することなどが求められていたと感じます。はじめはそれ
に対して勉強方法が分からず、試験でも思うように点数をと
ることができていませんでした。しかし、先生の助言から、証
明問題の演習に取り組んだり、考える対象のイメージを膨ら
ませたりして向き合いました。
　また、研究室に配属されると、週に一度セミナーが開催さ
れます。自分で数学書を読み進めて、定理などを先生や研
究室の他のメンバーの前で解説をします。数学書の証明の

中には「これは自明である。」などと書かれていることがよく
あります。こういった部分に対しても、なぜそうなのか、一つ
一つ確かめてから発表することが求められます。
　何かを証明する時には、示したいのは何か、それを示すに
は何が言えれば良いのか、また条件から導けるものは何か
ということを特に意識します。1日では証明できないことや、
なぜと問い続けて考えることもよくあります。こういった活
動を通して、論理的に推論していくことや、粘り強く考えるこ
とが身についたと感じます。それらは日常生活でも自分で道
を切り開いていく時の助けになっていると感じます。

　大学受験の勉強を頑張ってきた反動で、入学後に気を抜
いてしまう人が多くいるように感じます。私も低学年の時は
そのような状態もありましたが今は違います。大学生は高
校生よりも自由です。分からないことは分かるまで勉強し、
自分で分からないことは周りの人や先生に聞きます。当たり
前のことを言っているように思いますが、私が高校生のころ
にできていなかったことです。各々興味を持っている分野に
進んだ以上、面倒くさい、楽をしたいという気持ちを優先せ
ず、今だからこそできることに全力で取り組むべきです。私
は現在エネルギーの安定供給や、資源の有効利用に関する
研究に、地元の企業と共同で取り組んでおり、実験や資料の
作成、発表等様々な経験をさせてもらっています。常に今が
一番忙しく、それがありがたいとも思えるようになりました。

　　
　時間の使い方が自由になるほど、与えられた時間が有限
であることを思い知ります。私は何事も目的を持って行動し
ようと考えており、講義や研究活動、昼寝をする時にもそれ
が有意なものであるように心掛けています。これから大学生
になる皆さんは、期待とやる気に満ちあふれている一方、今
まで部活動や受験勉強に時間を縛られ、これから楽しい時
間を過ごしたいと思う気持ちもあるはずです。安心してくだ
さい、勉学と楽しい生活は両立できます。私は居酒屋での
バイトで他分野の学生
やお客さんと触れ、な
により生涯の趣味とな
る日本酒と出会いまし
た。部活動でたまにラ
グビーもして楽しく過
ごしています。楽しよう
とせず、楽しくすごそう
と思えば、最高の大学
生活を送れるはずです。

石井　旭さん

理工学部　応用化学コース４年

今野　咲彩さん

大学院理工学研究科 

博士前期課程 数理・電気電子情報学専攻

数理科学コース2年

実験中の様子

卒業論文を発表している様子
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A1.　私は秋田大学大学院で博士前期課程を修了後
（2005年3月）、秋田県内の企業に入社し、システム開発の
仕事に従事しました。2009年中国に帰国してから、大連市
にある大連民族大学に務めています。大学での仕事をしな
がら、秋田大学大学院博士後期課程に社会人入学し、2014
年に博士号を取得しました。現在、大連民族大学の教育シス
テムを開発・管理する業務を行っています。また、ネットワー
クのセキュリティ技術の開発の業務にも従事しています。

A2.　私は2002年7月に中国の吉林大学を卒業後、秋田大
学で留学生活を始めました。当時、日本語が少ししかできな
かった私は、研究分野を選択するとき、一番勉強したいこと、
一番好きなことを考え、研究分野を決めました。私は学部の

時、コンピュータ応用技術を勉強していたため、工学資源学
研究科（現、理工学研究科）では「人工衛星データを用いた
八郎湖の水質推定」のテーマについて、興味を持って研究を
進めました。

A3.　多くの方の答えは「知識」になるかもしれませんが、私
は「知識」よりも「経験や方法」のほうがもっと重要だと思いま
す。中国の古い言葉に、「人に魚を与えるより、漁をする方法
を教えたほうがよい」があります。勉強する方法や思考する
方法を習得し、能力を高めれば、知識は身につきますし、ど
んな仕事も柔軟に担当できると思います。

A4.　秋田大学を目指す高校生の皆さ
ん、秋田大学では、いろいろな研究分野
があるだけではなく、優しい先生たち、
優れた環境が整っているため、素晴らし
い大学生活を過ごすことができます。是
非、興味を持って、方法を習得して、自分
の人生を創造しましょう。

A1.　建設コンサルタント/開発コンサルタントと呼ばれる
土木構造物の計画・設計・施工監理を担う会社で、私は海外

（発展途上国）の道路・橋梁に係る部署に所属しています。現
在は、フィリピンの高速道路の設計に関するプロジェクトとネ
パールの道路維持管理に関するプロジェクトのメンバーとし
て働いています。

A2.　当時の土木環境工学コースに在籍しており、大学生活
を通じて土木を学ぶ面白さを感じ、将来も土木に関する仕事
に携わりたいと考えていました。また、在学中はオーストラリ
アへの短期留学やドイツへ交換留学に行き、海外の面白さ
も肌で感じました。これら2つの経験により「土木と海外」に関
する仕事がしたいと考えるようになったことがきっかけです。

A3.　在学中は研究、留学やサークル活動等やりたい事を
詰め込んだ充実した大学生活だったと思いますが、そのす
べてが現在の生活に活かされていると感じています。土木
に関する仕事をしているため、大学での講義で学んだ知識
はもちろん、相手国政府関係者、現地スタッフ、再委託先と
のコミュニケーションは留学で培った英語力が活かされてい
ます。

A4.　秋田大学はチャレンジしたいと思ったことに対して、
十分にサポートしてもらえる環境が整っていると思います。

皆さんが興味を持っ
ている分野の勉強の
みならず、視野を広
げ、やりたい事にチャ
レンジできる大学を
選び、充実した大学
生生活を送れること
を願っています。

佐川　奈津子さん

大学院理工学研究科博士前期課程

システムデザイン工学専攻

土木環境工学コース（令和元年度修了）

日本工営株式会社勤務

王　徳健さん

大学院理工学研究科博士後期課程

数理・電気電子情報学専攻

（平成25年度修了）

大連民族大学（中国）勤務

フィリピン渡航時の現地調査の様子
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　写真部は現在31名（男25名・女6名）で活動しています。年3回
ある写真展の計画・準備、花見や紅葉狩りの時期には風景を写真
に収めながら部員の親睦を深め合う行事を企画するなど、日々精
力的に活動しています。現在は2022年1月中旬に商業施設で開
催する「秋田大学写真部写真展」に向けて準備を進めているそうで
す。近年では、部員の日ごろの成果をWEBサイトで発信する「オ
ンライン写真展」という取り組みを新たに始めたといいます。そん
な写真部の魅力は「写真経験や学年の差も関係なく、和気あいあ
いと活動に取り組むこと」と高橋さん。今後の目標を「美しいもの
や好きなものを見て感じた感動が伝わるような写真を撮りたい」と
語ってくれました。

　空手道部は現在26名（男子16名、女子10名）で活動しています。
練習では、1対1の対戦形式で行われる「組手」、攻撃・防御の組み合
わせをまとめた演武形式の「型」などを行います。大会で結果を残す
ために鍛錬に励む部員もいれば、個人的なレベルアップを目指す部
員もいるなど、競技の経験歴も目標も十人十色。そんな部員一人ひ
とりを繋ぐのが「心・技・体の成長」と
いう部全体で掲げる目標です。「空
手は個人の競技と思われがちです
が、みんなで楽しんで高めあいなが
ら活動しています」と大上さん、伊
藤さんは笑顔で語ってくれました。

●医学部・医学科2年　 大上智也さん
●教育文化学部・地域文化学科1年　伊藤綾真さん

●理工学部・システムデザイン工学科機械工学コース3年
　高橋日向子さん

写 真 部 空 手 道 部学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
取
材
に
よ
る
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秋田大学みらい創造基金
　「秋田大学みらい創造基金」は、全学的な事業を支援する「一般基金」と、使途を特定した「特定基金」で構成され、現在、企業・団体や個人の皆様な
ど多くの方 に々ご支援をいただいております。 この基金は、教育・研究による社会への貢献という本学の使命を果たすための大きな支えとなっており、今
後一層の拡充を図りながら、有効に活用させていただきます。

みらい創造基金による事業紹介

秋田大学みらい創造基金は、秋田大学ホームページからもお申し込みいただけます。 
https://www.akita-u.ac.jp/honbu/ed_fund/index.html

秋田大学みらい創造基金事務室  〒010-8502 秋田市手形学園町1番1号  ☎018-889-3266お 申 し 込 み
お問い合わせ先

企業・団体等
秋田県厚生農業協同組合連合会　様
秋田大学有志一同　様

医療法人久盛会　様
株式会社セロリ　様

総合施設株式会社　様

個　人
相原　紘一　様
浅田　昌弘　様
池上　俊哉　様
石田　和子　様
石塚　真人　様
石山　公一　様

市川　逸郎　様
伊藤　秀一　様
稲庭　千弥子　様
馬越　通信　様
木口　哲也　様
岸野　留美子　様

熊谷　晃祐　様
黒田　啓　様
桑島　精一　様
小林　孝　様
齋藤　稔　様
佐川　光男　様

佐々木　浩史　様
佐藤　眞　様
佐藤　美起雄　様
三戸　学　様
清水　明　様
陶　優子　様

鈴木　邦彦　様
高野　華澄　様
高橋　邦泰　様
田澤　千寿子　様
田中　康範　様
仲澤　公司　様

那須　和広　様
那須　和佳子　様
平林　秀光　様
本郷　隆二　様
松岡　悟　様
松岡　一志　様

宮国　毅　様
宮野　武義　様
目時　秀一　様
吉田　誠　様

他　匿名希望　16名様・法人様（令和3年10月～12月末入金分　五十音順）

この基金の趣旨にご賛同、ご協力いただきました皆様へ、心より感謝申し上げます。
今後とも秋田大学の教育・研究活動等に対し、格段のご支援を賜りますようお願い申し上げます。寄附者ご芳名　

読み終わった書籍（CD・DVD等を含む）を本学の提携業者（ちゃりぼん）が
買い取り、その売却代金をご寄附いただく「古本募金」をぜひご活用くださ
い。５冊以上から送料無料でご指定の場所に集荷に伺います。ご希望の
方は、ちゃりぼんホームページからお申し込み下さい。なお、
一度に集荷できる古本は３箱までとさせていただきます。
※令和２年９月よりお電話での集荷申込み受付は行っておりませ

ん。ご了承下さい。

古本募金のお願い
◆個人の方
　一口……1,000円
◆法人の方
　一口…10,000円

〈ご寄附の方法〉
●振込によるご寄附
●クレジットカードによるご寄附
●古本募金によるご寄附
●遺贈によるご寄附

ご寄附のお願い

※詳細につきましては、秋田大学ホームページをご覧いただくか、基金事務室
までお問い合わせ下さい。

学業奨励金表彰の被表彰学生からのメッセージを一部紹介します。
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　令和2年度秋田大学学生表彰（学業奨励
金）表彰式を行い、成績優秀者として15名の
学生を表彰しました。この学生表彰は、本学
で前年度の成績優秀者かつ人物的に優れた
者を各学部長が推薦し、学長が表彰するも
ので、被表彰学生には学業奨励金として一
人10万円を給付しています。

　附属病院各診療科の外来待合室で患者さ
んや付き添いのご家族が利用する待合用ロ
ビーチェアーについて、老朽化した物を順次
新しい物に更新しています。また、主に入院
患者さんが多く利用する荷物運搬用カート
を増やし、外来棟玄関に設置しました。

学業奨励金表彰（一般基金） 附属病院の備品購入（病院寄附金）

表彰式の様子 待合室のロビーチェアー

　ご寄附いただいた皆様に心より感謝申し上げま
す。国際資源学部での勉強は、今まで触れたことの
ない分野の学習がほとんどで、地質調査での野外実

習は過酷であるため心身共に鍛えられます。途中で投げ出した
いと思うことがたくさんありましたが、今までの努力がこのよう
な形で認められ、大変光栄なことでとても嬉しく思います。同時
に大学や地域の方々から未来を担う学生に大きな期待が寄せら
れていることを改めて実感します。（国際資源学部３年）

　寄附をしてくださっている皆
様に、心より感謝申し上げます。
日々の努力がこのような形で認

められたことを、大変喜ばしく思っておりま
す。頂いた奨励金は、今後専門的な学修を行
うために必要な学費として使わせていただ
きます。今回の表彰を励みとし、より一層勉
学に精進いたします。（教育文化学部２年）

　秋田大学みらい創造基金の関係者
の皆様に心より御礼申し上げます。
日々の努力がこうして表彰していた

だくという形で認められたことをうれしく思う
と共に、これからはより一層学業に努めていこ
う、と身の引き締まる思いです。皆様からの寄附
を大切に使い、将来社会に貢献できる医師とな
れるように精進を重ねて参ります。（医学部4年）


